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背景
✤ ソフトウェアを再利用することは，ソフトウェア開発
において，常識になりつつある 

✤ Javaにおいては，Jar技術により，リリースを容易に
しているため，特に再利用が行なわれている 
✤ Jar(Java Archives) 

✤ 複数のJavaファイルをコンパイルし，zipで圧縮したもの 

✤ メリット : 圧縮したまま使用可，ファイルサイズ減少，実行速度 

✤ ただし，ソフトウェアを再利用するには，ソフトウェ
アのライセンスを遵守しなければならない
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技術的課題
✤ 再利用するソフトウェアが，Jarファイルなどのバイ
ナリ形式の場合，ライセンス記述が存在しない 

✤ 再利用のために必要なライセンス情報が分からない 
- 著作権者情報 

- どのライセンス下でリリースされているか
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Java file (source)

copyright (C) 
License

License

import … 
import… 
int i;

Jar file (binary)

504b 0304 0a00 
0000 0000 0000
5441 2d49 4e46 
0000 0000 0063
006a 0000 0014 
0000 0000 0000

Unknown 
License



提案手法(1/3)

1. Jarに圧縮されているファイルを抽出 
★ ドキュメント (etc.. “.txt”, ”.xml”, ”.html”) 

★ クラスファイル 

2. ドキュメントのライセンス特定 

•ライセンス特定ツール(Fossology)を用いてドキュメント
のライセンスを特定
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document class

Document
Fossology 

(License Identification Tool) License name



提案手法(2/3)
✤ 3. クラスファイルのライセンス特定 
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Ninka 
(License Identification Tools)

license name

source file

class file
class name 

package name

ASM bytecode 
analysis library

extract

search

search 
results



提案手法(3/3)
✤ 4. クラスファイルのライセンス決定 

- マッチしたファイルが1ファイルのみの場合、そのソースコード
のライセンスを採用 

- 複数のファイルにマッチした場合、多数決により決定 

- 検索結果が0件、またライセンス情報がない場合 
★ 同パッケージに属する他のクラスファイルで最も多く使われているライ
センスを採用
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複数のライセンス候補

多数決



実験対象Jarファイル
✤ 対象Jarファイルセット
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Research Question
✤ RQ1 : バイナリファイルからソースコードのライセン
スをどれくらい特定することができるか 

✤ RQ2 : クラスファイルのライセンス特定結果は、ドキュ
メントのライセンスと一致しているか
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Google Code Searchでヒットしたクラスファイル数
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多数決により決定されたクラスファイル数
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クラスファイルのライセンス特定精度 (RQ1)
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完全一致したファイルのライセンスより、
同じパッケージで最も多く使用されてい
るライセンスを用いるほうが精度が高い

多くのファイルセットにおいて 
Inferred > Found



クラスファイルのライセンス特定結果は、 
ドキュメントのライセンス特定結果と一致しているか (RQ2)

12

• Apacheは、ほとんど一致している 
• Eclipseでは、クラスファイルには存在しないライセンスが検出されている 
• ドキュメントはEPLである確率が高い 
• ドキュメントのライセンスを鵜呑みにしてはいけない



まとめ
✤ バイナリ形式のファイルのライセンスを特定する手法
を提案した 
- 17プロジェクト、37ファイルのjarに提案手法を適用 

- 結果 : 平均して、95%のクラスファイルのライセンスを正
しく特定することができた 

✤ 今後の課題 
- 同じバージョンのクラスファイルを検索できるようにし
て、精度を上げる 

- もっと多くのjarファイルで実験して信頼性を上げる
13



所感
✤ Lessons Learn Sectionが特殊 

- 今回の実験から学ぶべきことがまとめられている 

- 1) パッケージのドキュメントのライセンスを信じるべからず 
★ ドキュメントとそのファイルのライセンスは異なる場合がある 

- 2)  Google Code Search Engineに登録されているライセンス情報
を信じるべからず 
★ ライセンス情報が間違っている、また、バージョンが登録されていないこ
とが多い 

- 3) ライセンス記述挿入ミスにより、ライセンスが複数検出される場
合がある 
★ Eclipseの3rd-party製 jarファイルで、EPLが検出された原因として、全て
のファイルに対し、ライセンス記述を挿入していることが考えられる

14


